
「くらし守れ」の声あげよう

　新型コロナウイルス感染症「第７波」
は深刻な事態に。この３年間で、県民
の約10人に１人が感染。自宅療養者
は多いときで２万人をこえ、病床使用
率は初めて７割をこえました。この現
状が、岸田政権がいう「ウィズ・コロナ」
でしょうか。国民がこの事態を容認し
ているとは到底、言えません。
　田中県議は、７月15日、８月４日
と繰り返し、愛媛県に申し入れ。いの
ちを守ることを最優先にした対応を
求めました。
　検査センターの拡充、発熱外来に対
応する医療機関を増やすよう調整をは
かること、クラスターが広がる医療機
関や高齢者施設等職員への定期的な検

　値上げラッシュが続き、くらしも地
域経済も深刻です。ガソリン代も高止
まり、原材料価格や電気代やガス代の
値上げは事業者も直撃しています。
「かつて経験したことがない」との悲
鳴があがっています。　
　田中県議は、国への要望（経済産業
局や労働局）も繰り返しながら、８月
22日には、９月議会前の予算要望で、
物価高騰から県民のくらしを守る実
効性ある対策をさらに前にすすめて
ほしいと要望。

四国経産局に実効性ある物価高騰対策を求める 物価高騰の状況を聞く田中県議

JR松山駅に検査センター設置

観光港に設置された検査センター

県に要望＝８月４日査実施、年齢問わず希望する県民に、
４回目のワクチン接種ができるように
することなどを求めてきました。
　愛媛県は、深刻な医療ひっ迫の状況
から、８月23日、「BA・5医療危機宣言」
を発表。人との接触の機会を減らすた
めに、行動制限を呼びかけました。

　また、「医療・福祉版応援金」を専決
で決定。医療機関や高齢者施設、訪問
看護ステーションや調剤薬局など幅広
い対象となりました。　
　田中県議も、これまで医療、介護施
設への直接的な支援を、繰り返し、要
望してきました。

● 介護・福祉施設や障がい者施設等、
訪問やデイサービスを実施している
事業者も、ガソリン代高騰に苦しん
でおり、支援策を検討すること。

● ハウス栽培含む農業、漁業、畜産業
等燃油、飼料代、原材料価格高騰に
対し、値上がり分への補填など直接
的な支援策を。

● 飲食店や観光業等への「第５弾・え
ひめ版応援金」支給を。

● 食材費高騰が続くもとで、市町と連
携し、小中学校給食費の負担軽減、
引き下げをおこなうこと。

● 輸入飼料への依存低減へ、県産飼料
の生産拡大、基盤強化に取り組むこ
と。
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自宅療養者が最大２万５千人超
病床使用率はじめて7割超に
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医療・福祉版応援金支給が実現


